
安全で
住みよい愛媛に
● ダム偏重をやめ、河床掘削など河川改修。
危険箇所の改修急ぎ、環境破壊のムダ遣い、
山鳥坂ダム建設は中止の決断を

● 巨大なムダ遣い、環境破壊の四国新幹線の
誘致に反対。JR予土線、予讃線海岸回り
の存続。公共交通を守ります

● 久万高原町をはじめ住民不在の乱開発は許
しません

県議

県民の声を届ける架け橋として
　田中かつひこ県議は、労働局をはじめ、医
師会、医療機関と、くりかえし懇談。飲食店
などの現場の声を聞き、支援の実現に努めま
した。県が｢考えていない｣を繰り返していた、
コロナ禍での無症状者の検査､事業者への直

接的支援にも､結びつ
きました。 請願紹介数
はダントツで採択に尽
力。関係団体、現場の
声で行政を動かしてき
ました。

発熱外来対応の病院か
ら状況を聞く田中県議

コロナ・医療・福祉

子育て・長生き「３つの安心」

● 無料検査の継続、医療･保健所の体制強化を
● 高齢者施設のクラスター防止、
抗ウイルス薬の処方、情報発信を抜本的に強化させます

● 医療機関に支援を強め病床増設で医療逼迫を起こさない体制を

●  せめて物価高騰に見合う年金引き上げ
●  医療費２倍化撤回、介護保険改悪中止
●  加齢性難聴の補聴器購入補助
●  基礎年金で入れる高齢者施設の建設

3 安心の老後

子育て　学び1
● 18歳までと妊産婦の医療費無料
● 学校給食費無償化
● 給付型奨学金創設
● 入学金廃止、学費半額に
● 住民不在の県立高校統廃合計画は反対
● 30人学級の実現、教職員定数増員と
処遇改善、特別支援学校の拡充

● 中小企業支援を拡充して
最低賃金1500円以上へ

● 介護や保育などのケア労働は
県の責任で賃上げ

● 中小企業・小規模事業者の
過剰債務問題を解決へ

● 農林漁業へ支援。価格保障・所得補償に
踏み出し、自給率向上

● 学校給食の地産地消推進

2 暮らせる賃金と生業

日本共産党の議員ならではの

　初当選以来の２期８年、みなさんに支えられながら日本共産党の先輩県議
の奮闘・実績を受け継ぎ、コロナ対策やジェンダー平等、教育・労働・中小
企業対策など新しい分野での開拓にも懸命にとりくんできました。
　平和とくらしを守る正念場です。日本共産党の議員だからこその役割を自
覚し、がんばります。ご支援を心からお願いします。 田中かつひこ
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●新型コロナ対策としての検査センターの拡充

●県立学校トイレへの生理用品配置の継続

これらのことが実現しました

●高齢者施設職員への定期的検査の実施
●飲食店等事業者への応援金の支給
●医療･福祉施設への応援金の支給

　松山市内の高校では､ジェンダーレスの制服に変わるなど､
見直しがすすんでいます。全国的に異例の「政治的活動届け
出制」を校則から廃止する県立学校が広がりました。

●生徒と保護者からの声を届け、校則を見直し

●児童相談所への専門職の増員

政策などはこちらから

選挙ボランティア
募金にご協力を

声を届け「対決」「提案」でがんばります声を届け「対決」「提案」でがんばります

コロナ、物価高、公共料金値上げ…
くらし、営業がかつてなく大変なとき、
自治体、議員の役割が
問われています。

働きぶり

ジェンダー平等
● 男女賃金格差の公開と是正
● 同性婚の法制化。県でのパートナーシップ制度の導入
● 女性差別撤廃条約の選択議定書の批准を求めます
● 性暴力のない社会へ、被害者救済、
加害者更生の体制強化

● 県の管理職に女性を増やす
など意思決定の場に女性比
率の向上


